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市立小・中学校の個人情報 
本人の同意なくＰＴＡへ提供 

 市立小・中学校 13 校で、学校が保有する児童・生徒などの個人情報を本人

の同意なくＰＴＡに提供していた事案が判明しました。 

１ 概要・経緯 

(1) 経緯 

【2026 年４月下旬～５月】保護者から教育委員会に対し、「学校が保護

者の同意を得ずに児童・生徒、保護者の個人情報をＰＴＡに提供している

のではないか」と問い合わせ。 

【26 年５月】対象校へ聴き取り調査を実施したところ、ＰＴＡからの依

頼で 26 年２月ごろに名簿を閲覧させたことが判明。 

【26 年６～７月】全市立小・中学校に対して実態調査を実施 

【26 年７月～８月】全市立小・中学校に対して再調査を実施 

(2) 調査結果 

市立小・中学校が、児童・生徒の名簿、保護者氏名、連絡先などの個人

情報をＰＴＡに提供していた実態は次の通り（各年度で重複校あり）。 

年度 学校種別（校数）・提供数 合計数 

25 小学校（10校）・2713 人 中学校（３校）・409 人 13校・3122 人 

26 小学校（５校）・2029 人 中学校（２校）・313 人 ７校・2342 人 

２ 原因 

ＰＴＡは保護者と教職員で構成していることから、学校現場におけるＰＴ

Ａに対する個人情報管理に対する意識が希薄となっていました。 

３ 事後対応 

８月３日の小・中学校校長会議で、佐後佳親教育長が個人情報の不適切な

取り扱いを厳しく指摘。個人情報保護制度の再認識の徹底を指導しました。 

不適切な取り扱いをした学校では、経緯の説明と謝罪の文書を今月 15 日

付で保護者に送付。個人情報保護委員会に漏えい事案を報告しました。 

４ 再発防止策 

教育委員会から全市立小・中学校に対し、個人情報の取り扱いポイントを

まとめた資料を配布。全教職員に向けた研修も実施し、個人情報保護制度の

適正な運用を徹底し、再発の防止に努めます。 
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